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研究要旨 

成人期の心理社会的支援の必要性は高まっている。昭和大学烏山病院では注意欠如多動
症（以下、ADHDとする）専門プログラムを実施し、効果をあげているものの、同様の取り
組みを行う医療機関は多くない。全国各地で様々な希望があるなか、多くの医療機関で実
施可能な汎用性のあるプログラム（汎用プログラム）が求められている。 
本研究は、高まる成人期 ADHD の心理社会的支援の必要性に応えるべく、①ADHD に対し

て心理社会的支援を受ける機会を増やすこと②支援者の経験や力量に左右されず全国的に
均一なプログラムを受けることが出来るようになることを目的に実施された。 
R2年度で実施した現行プログラム参加者に対する調査および現行プログラム実施スタッ

フに対する調査の結果および協力施設の意見を踏まえ全 5 回、コアプログラム 2 時間で構
成される汎用性プログラムと一般の医療機関でも広く実施可能な汎用 ADHD プログラムお
よび実施マニュアル・映像資料も作成した。汎用プログラムは各施設でプログラムの位置
づけや運用方法を工夫することにより、各施設の背景やニーズに合わせて活用することが
できると考える。また具体的な運営方法を示したマニュアル、映像資料により実行の可能
性が高まることが期待できると考えられた。 
 

Ａ．研究目的 
青年期・成人期の注意欠如多動症（以下、ADHD）

の支援ニーズは高い。しかしながら、薬物治療の効
果は限定的であり、ショートケアプログラムなどの
心理社会的治療が必要となる。 

昭和大学附属烏山病院では、2013 年からは ADHD
専門外来、デイケアにおいて体系化された全 12回の
ADHD専門プログラム（以下、現行プログラム）を実
施し、現在までに 250 名以上が参加している。専門
グループの参加により障害特性に対する自己理解が
促進され、障害特性の軽減、社会的能力の向上が得
られている。その他、情動の安定にも有用であり、
QOL の向上が得られている。 

全国的にデイケアで発達障害者を受け入れている
施設は多いものの発達障害に特化した専門プログラ
ムを実施している施設はごくわずかである（ADHD専
門プログラムを実施している機関は 2％、 n=250：
平成 30 年度厚労科研）。当院において一定の治療的
な効果(不注意症状・不安の軽減)をあげているが、
一般の精神科クリニックやデイケアにおいては、必
ずしも容易に実施できるものではないことが推察さ
れる。また、成人期の ADHD支援経験がある者も多く
なく、具体的な支援方法やイメージをもてていなこ
とが推察された。高まる成人期 ADHDの心理社会的支
援の必要性に応えるべく、一般の医療機関でも広く
実施可能な汎用 ADHD プログラムおよび実施マニュ
アルを作成することにより、ADHD に対して心理社会
的支援を受ける機会を増やすことが可能になる。ま
た支援者の経験や力量に左右されず全国的に均一な
プログラムを受けることが出来るようになる。これ
らによって多くの ADHD の当事者の社会適応の改善
に寄与することが期待できる。 
よって、本研究の目的は昭和大学で行われている
ADHD専門プログラム実践を基に、精神科クリニック

やデイケアにおいても容易に実施できる汎用性プロ
グラムを開発し、その取り組み易さと効果を複数の
協力施設のデイケアにおいて検証し、支援者向けの
マニュアルを作成することである。 
 
Ｂ．研究方法 

R2年度で実施した現行プログラム参加者に対する
調査および現行プログラム実施スタッフに対する調
査の結果および協力施設（ハートクリニック横浜、
埼玉医科大学附属病院、市ヶ谷ひもろぎクリニック）
の意見も踏まえ汎用性プログラムおよびマニュアル
類の作成していく。 

プログラムの実施および CSQ-8 J において参加者
の満足度および、実施スタッフからのヒアリングを
行い最終版の汎用性 ADHD 専門プログラムを完成さ
せていく。 
 
（倫理面への配慮） 

本研究は昭和大学附属烏山病院における倫理委員 
会の承認を得て実施する。 
 
Ｃ．研究結果 
1）プログラム作成 

時間配分は ADHD の特性や実施機関の都合を考慮
し、コアコンテンツを 120 分とし、前後 30分をウォ
ーミングアップやアフターフォローと位置づけるこ
ととした。開始前の時間を設けることで、特性から
くる遅刻者の脱落を減らすこととグループの凝集性
を高めるために役立つことが期待される。また今後
実施を検討する機関も、実施時間の選択範囲が広が
る点も考慮している。進めやすさという点において
は、全てをディスカッションにはせず、コアコンテ
ンツの前半は医師やコメディカルによる講義、後半
をディスカッションとする。参加基準は、言語性
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IQ=90 以上、グループを崩さない程度の社会性があ
ることとし、可能な限り参加者の背景（年齢や就労
状況）をそろえることが望ましいとした。実施回数
も参加者、実施者共に負担のない回数として 5 回と
した。 

  
2)マニュアル作成 

マニュアルには、プログラム開始前の導入の仕方、
各回のプログラムの目的、講義、ワークの時間の目
安、セリフや良く出される意見なども含めた進行例
を示していく。映像資料は、マニュアルを補完する
ものとし、特にマニュアルだけではイメージがつき
にくい場面であるグループ進行やグループ運営の様
子、参加者への対応の仕方（話が止められなくなっ
た場合やフラッシュバッグを起こした場合など）、デ
ィスカッション時の意見の整理の仕方や記録（板書）
方法を盛り込んだ。資料集は、これまでの原稿プロ
グラムの実践を基にグループ共有された特性への対
処法をまとめたものとした。    
 
3）プログラムおよびマニュアルの評価 

汎用版 ADHD プログラム参加者の患者満足度は
CSQ-8J（8～32 点）は平均 24.0 点であった。また、
マニュアル、映像資料に対してスタッフからはマニ
ュアルに教示の仕方があること、プログラムの進め
方、終え方、予想される困難さへの対応策が示され
ていること、映像があることでマニュアルによる文
字だけでは伝わりにくいニュアンスや雰囲気が理解
できるなどの意見が得られた。 
 
Ｄ．考察 

汎用性プログラムおよびスタッフマニュアル、プ
ログラムの映像資料を作成した。 

現行プログラム参加者のカルテ調査を踏まえると、
プログラムを必要としているのは就労者が多かった。
短期間で行える点は負担が少なく利用しやすさが求
められていると考えられた。また、社会での他者と
の関わりが多くなることで、ADHD 特性に対する対応
の必要性が自覚されていることを示唆しており、内
容へ反映させた。参加者への負担だけでなく、施設
側の実施しやすさも含め全 5回、各回 120分とした。
前後 30分ずつのフォローの時間と 120分のコアプロ
グラムからなる構成とすることで、各施設の状況や
参加者の背景に合わせ時間を調整できることで汎用
性を高めるようにした。 

マニュアル、映像資料に対してスタッフからはマ
ニュアルに教示の仕方があること、プログラムの進
め方、終え方、予想される困難さへの対応策が示さ
れていること、特に映像があることでマニュアルに
よる文字だけでは伝わりにくいニュアンスや雰囲気

が理解できるなどの意見が得られた。さらに資料集
があることで、実施スタッフはディスカッションが
停滞した際に事例の１つとして紹介することが出来
る。また参加者も手元へおき日々の生活の中で活用
することも可能となると考える。これらにより、よ
り多くの施設で取り組み易くなったと考える。 
 
Ｅ．結論 

成人期の心理社会的支援の必要性は高まってきて
いる。昭和大学烏山病院で効果をあげている ADHD専
門プログラムを様々な規模や地域の医療機関で実施
されることを目指し、汎用性のあるプログラム開発
に取り組んだ。汎用プログラム開発のための基礎資
料を得るために参加者とスタッフを対象にヒアリン
グ及びアンケートを実施した。参加者からは現行プ
ログラムでは不足している内容の希望、スタッフか
らは経験不足や対応の仕方などについての不安があ
るため、マニュアルや資料集の整備、参加基準を求
めていることが明らかとなった。これらの結果を基
に作成した汎用プログラムおよびマニュアルの効果
検証を行っていく。 

本研究は、ADHDに対して心理社会的支援を受ける
機会を増やすことと、地域に関係なく均一なサービ
スを受けることが出来るようになり多くの ADHD の
当事者の社会適応の改善に寄与するものと考えられ
る。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 該当なし 
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 テーマ 

1 回 
心理教育（薬物療法、感覚過敏/鈍麻、併

存症に関しても含む）/認知行動療法／参
加者の困りごとの共有 

2 回 不注意 

3 回 多動／衝動 

4 回 対人関係（ASD傾向についても含む） 

5 回 
ストレスコーピング／社会資源／ま
とめ 
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人発達障害専門外来における診断名および自己
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ける共通点と相違点について～ 成人期の ASD
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いて．第 117回日本精神神経学会学術総会、京都、
2021/9/19-21 

3) 山田真理、太田晴久、久保浩明、香月亮子、加藤
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の解明．第 117回日本精神神経学会学術総会、京
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 

該当なし 
 
 2. 実用新案登録 

該当なし 
 
 3. その他 

該当なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


